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1 AL00Lの 入出力実行命令 について

牛 島 和 夫  有 田 五 次郎 (九州大学 )

は し ″ゝ に
ALGOL 60は ,周知のように入出力命令を各 implementorに委ねている(少 〈とも

1964年 5月 まで).したがつて入出力命令をどのような形でALGOLプ ログラムの中にそ

の文法と出来るだけマサツのないように組込むかということは ALGOL 60で規定した文法
をコンパイラで実現することよりも,あ る意味でゃつかいな作業である。沢「ち,文法の実現

は,1,た に仕様の定まつたものをいかに実現するか一解析―に重点がおかれるのに反 して,入

出力命令の場合は ,(⊃ プログラマーに使いやす く,(2)使用可能な入出力機器をかなりの程度

まで有効に活用でき,(3)ALGOL文法にできるかぎ1)違反 しない,よ うな仕様を作 り上げる

ことが ,い わゆる狭い意 I米の ALGOLコ ンパイラーづくりとちがつたむずか しさをもつてい

ると考える1

-方実用的なコンパイラーーを作成する際には,計算11議の容量 ,速度によりおのずから文法

に制限が加わる('り はやむを得ない し,当 然な処置であると考える。ところが入出力装置は制

限された文法で取扱 うには豊かすぎる場合の方が多 く,文法にのらないという理由でreJ ect

するのは本末転倒 であろう。そこでいわゆる標準手続きなる概念を導入して,制限された文

法では律じ得ない部分を補なつて入出力装置の利用を図つてきていると考えられる。

この報告では,我々が九州大学計算 センターに与え られた機器構成と制限されたALGOL

文法の申で,入出力実行命令という形で,入出力装置を計算依頼者にどのように開放 し叉開

放しようとしているかを報告したい。

I。 入 出 力実 行命 令 の最 小構 成

I。 §1 機器構成とALG OL本 体      ・

九州大学計算センターに与えられた主な条件は,次 の 2点である。

(1)第 ■表に示すようなハー ドウエアの機器構成 .

(1-1)容量 8Kは 一見大きいようであるが■語 1命令で,データ用の記憶場所を考えれ

ば,オ ブジエタ トプログラム用 としては大きいとはいぇない (ALGOL文法の豊かさに

比較 して).

(■ -2)入出力機器は比較的豊富である(ALGOL60の入出力の貧弱さに比較 して ).
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(2)ALGOL程 度のソフトウエアがなければ ,計算機を使用できない多数の計算需要者 .

この 2点を勘案 して,几州大学 AL GOLが成立 した.主な流れ図は第 1図 に示すとおりであ

る。我々はこの範囲内で(2)の 条件を満たす計算者が最小限計算機 と00mmuniCate できる

入出力実行命令の仕様を作り上げた。

I.S2  1NP UT

デーメはカードにバンチすることに して ,入力命令は下記のように決定 した。

READ(<list>)

ここで

く〔list>::=<simple variable>|<〔 subscripted variablel>'|

<〔 simple variablo>,<〔 lis,t>|<Isubscripted variable>,く〔list:>

例

READ(ノ ,3,θ EI,J],ク,EEK+1コ )

ただしノ,3,Dは i nteger,real又 は BoOlean型 の Simple Variable,C,Eは

<type>arrayで宣言されているものとする。

データの書き方は standard fOrmatを採用 した.下記の約束をil覺 ける.

(1) Revised ALGOL 60 2.5 Numbers 2.5。 l syntaxに許さオしるテレ全音5.

②  separa torを コンマとする。

(3)1枚 のカード上で/(ス ラント)バ ンチ以後のパンチは無視する.

0 理論値は TRUE又 は FALS Eと バンチする .

計算実行中 (第 1図 phase 5)に FORMAT指定によリデーメカードを読むこと(on

line,oFF lineい ずれでも)は ,FORM ATを作成 し,デ ータをカードからarrange

するための管理プログラムのスペース ,その作業用番地 ,又かん じんな FORMATな どが記

憶場所を相当ふ還ぐ.illegal Cardが存在 した場合に計算の続行が無意味になる。又プ

ログラマーの立場からいえば, FORMATプ ログラムの作成は,計算機になれないものにと

つては,かなりやつかいな代物である。このような理由で上の約束が選ばれた。

以上の条件を勘案して我々はコンパイルの流れの中に ,デ ータカードを前処理するpmse

3を導入した (第 1図 ).phase 3で は,カ ードをカードリーダから読みとりその時間内

に 10進 2進変換を行い型の情報と共に磁気テープに書 くことにした.適当な b locking

を必要 とするので 67語 を l b10Ckと し第 2図 のような構成をもつパツフアにデータが充た

されるとテープに l recOrdと して書き込む .デ ータは integer,real又 は BoOlean

のいずれかであるから,それらを 0■ ,10,11で 表 わす ものとすれば ,1語に 21個のデ
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-夕 に対する型 の情報を盛 り込むことができる。 したがつて ,l blockの長 さは,磁気テ

ープ装置の速度 にも関係するが ,それより計算実行時 に使用 しうる主 記憶装置の大 きさから

1+2■ X3+3=67語 が選ばれた。 phase 2,phase 3で 磁気テープ+2に 書かれる

re cordは第 3図 のようになり,phase 4で は ,磁気テープ#2よ リオブジエタ トプログ

ラム 1,2,・・・,ん とデータ 1を主記憶装置に格納することになる。

phase l‐C″ま

READ(ノ ,3,σ )は

j ump      read routine

s tore      'ノ

j ump      read routine

s tore         .3

J ump     read routine

s tor e       θ

のようにコンパイルされているので,phase 5の READ管理プログラムでは,indeXの

00u ntを 1ずつあげて,1型 の一致を確かめつつパソフアの内容をノ ンジスタに 10adす る

ことが行われる. ind exが 6Sに達すれば, データを磁気テープ+2か ら更に補充 してお

く。

以上 phase 3の プ ログラムは 10進 2進変換 ,カ ー ド読み込み用作業番地 , 磁気テープ

書き込み用の 67語の作業番地を含めて500語を要 した。又 phase 5の 管理プログ ラムは

パ ソフア 67語 ,プ ログ ラム 60語を費 している. 管理プ ログ ラムは第 4図に示すとおりであ

る。図中,型 の不一致を ERRORと しているのは ,コ ンパイラーが混合演算 を許 さないため

である。

この方式によれば ,すでに述べたほかに

仁)計 算実行時に 127語 とい う比較的 小さい記憶容量を占有するだけですむ .

(2).計算実行以 前 (phase 3)で 表現のあやま りのあるカードを rej ectし , 無用の計

算に入 ることを防 ぐことがで きる。

(3)入力媒体がカードから紙テープにかわつてもphase 3の 処理プログ ラムをとりかえ

るだけで十分である。

などの諸長所が考えられる。短所 としては ,

(D カー ドの切れ 目が失 われ るためにプログ ラムにとつて一度 illegal dataが存在 す

ると以下の計算が全部だめになるおそれがある。

(2)separatorと してコンマを用いなければならないので,1枚のカードに収容 じうる

情報は高 々40で ある。 |

(3)デ ータ自身が real,integer又 は Bo.oleanの型の情報をもつていなければならない。
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(4)文字が読 めない。

(■)については,READ(<list>り の終の )と カードの切れ目を対応させ型の情報を 3

bit に してカード上最後のデータであるか否かの情報を指定することも考えられるが ,

実行は考ぇていない。                        
・・

:

O separatorに コンマではな くACM 1/0案 (文献 Elコ )の standard formatで 提
案 しているように相続 くん個以上のスペースを SeparatOrと 考える方法 もあるがこの場

合は更に一枚のカードにもりこめる情報の数は少くなる。しかし科学技術計算の場合 ,・ カー

ドー枚当りの情報は少くしデータの変更を容易ならしめる方向もあるのではないだろうか。

この ALGOLコ ンパイラーは,動的割付を許 していないので, IFIP案 (文献 E2コ )の

inarrayに 相当するものはあまり意味がないと考えるが,ステツプ数を非常に多 く有する
｀

for statementを 用いて arrayの要素を読みこむことを考えると記憶容量節約の点では

意味があるかもしれない。

Io s3   0UTPUT

OUTPUTに ついては ,実行命令の形 と,ACM案 による書き方をそえるにとどめる。

PRINT(■ ,ノ )     Ou tputl(6,“ お― .■
'1。

一ZJttP,ノ )

PRINT(■ ,f)     Ou tpu tl(6,“ β一(■ -1)ZDB",f)

PRINT(“ XX・・X")  Output O(6,名くtit10 fOImat>")

SPACE(f)     対応するものがない。

CRLF(f)      output O(6,“ /")

但 しCRLF(1)の場合

form at処理 プログ ラムが主記憶装置を大 き く占有 しては困ることは ,INPUTの 場合と

同 じ事情 なので,有効ケメ数を可変にすることを許す |′■かは ,き まつた fOrma tの OUT一

PUTの みとした. ここでプ リンタ上に曲線をプロツ トすることは ,邪道か もしれないが ,

結果 を直視する上か らかなり有効な場合がある.ACM案 で SPACE(I)(Iは 変数 )に相当

することを行わせるには,L AYOUT及 び LISTについてかな り面倒 な手続きを要すると考

え られる。 SP ACEの ような手軽 な命令がほ しいように考えられる。
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Ⅱ・ 入 出力 実 行命 令 の拡 張

Ⅱ.§ 1  拡張の検討
Iに述べたものは,ACM案 が出される以前に計画されすでに実現されてしまつた もので
あり,その上入出力の最小限の要求を満たすにすぎなかつた。 ところが我々の利用し得る機
器構成は,本体こそ 8Kで あるが,中間結果を保存するためのカードせん孔機 はまだ利用 し
ていないし,記憶容量の不足を補 うべき磁気テーブ+1,磁 気 ドラムは計算に直接利用され
ていなかつた。すでに歩き出したREAD PRINTに ついてもACM案を参照 して, プログ
ラマーに対 しては ,変更という形ではなく,拡張という形で,提供するために検討を加えた .

(1)磁気 ドラムは 12800語なので頻繁に使用するシステムプログラム用に確保する.

(2)カ ードバンチはPRINTプ ログラムとほとんど同 じ処理であリプログラム容量のみが

問題である。

③  FORMATJ旨 定のREADがほしい。

(4)磁 気テープ装置を外部記憶装置 として,ACMtt put及 び getの可能性を探 る。

I.§ 2  PRINT及 び PUNCH

PRINT1/て関 し.ては , ■x丞竺C)Format αン)導 ノヽ とRE ADO´)Alpha formatiに 対 し
~C,

S fOnlatを 導入す る。PRINTに 対応する命令は,SPACEを 除いて全て PUNCHに も可

能にした。 OKITAC 5090Hに特徴的なプンピアス SCCを利用 して, 現在 の出力命令が

PRINTで あるか ,PUNGHで あるかを検知 して,処理 プログ ラムが,該当する出力命令 と

合:::kす るものならば ,そのま ゝ,さ もなければ ,現在 の OUTPUTプ ログ ラムを ドラムに退

避させ , 卜・ラムから,合致する処理プログ ラムを本体の同 レ易所に読み出 して実行す る。従

つて出力媒体の増加 は ,本体における管理プログラム不ペースの増加にはならなかつた。

Ⅱ. s3   F ORMAT指 定の RE AD

ALGOLの ソースプログ ラムの中に FORMATを いれ ることは,Iで述 べた ように,記憶

容量 の許す ところではない。しか し短所の項で述 べた ように1枚のカー ドを 80欄十分に使
いたい方面 ,特に 1個体に対する色 々の情報 ,例えば ,調査の回答 ,診断の結果などを 1枚

のカードに納めることが出来るならば ,計算以外の目的に も都合が よいといつた計算需要者

の要求があり,計算センターでは,需要開拓の意味か らもFORMAT指定 READを 考えるこ

と |′
電した。

FORMATの syntaxは ACM案に従 うことに して,それをどの phaseで 行 うかが問題 と
なるが ,解答は ,上の要求そのものが示唆 している。即 ち我々は phase 3に対 して ,

FORMATプ ログ ラムを COntrol cardの 形 で与える方法をとつた. 勿論前章に述べた
Staidard formatも 非常に使い易 ハヽので,混用できることにしてstandard Format
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と format指定を oontrol cardで 交代可能にした。 したがつてデーメカードと総称され

るものは ,例えば第 5図 のょうな構成を もち,FORMATプ ログラムとDITAプ ログラム

(文献 E3])が交互にあらわれる。なおphase 3の初期状態は,standard forhatに

なつており,こ れまでのプログラムに対しては何等の変更もないょうになつている.

oontrol cardは

第 1欄   *

第 2～ 7欄  FORMAT
と約束することにする。 FORMATプ ログラムは 1枚のカード上でつくせるとはかざらない

ので,2枚 日以後の continuat10nは 第 1欄 の*で知ることにする。即ちデーメカードの

うちFORMATプ ログラムに属するカードは第 1欄に*をバンチすると約束する。

処理プログラムの概要

FORMATプ ログラムカードであることを検知 した らcontrol cardの つつ 〈かざりよ

みとつて,(の 次からFORMATプ ログラムを処理 し構成された forimatが カー ド1枚分に

達すれば,デ ータプログラムカードを,完成 した Fonnatに従つて処理する。今度は ,

FORMATプ ログラム自身がreal,integer又は B001eanの情報をもつているので, そ

の情報と 10進 2進変換されたデータをパソフアに書いてゆき ,充たされた らI.s2の 方法

に従つて磁気テープ+2に l recordと して書いてゆ〈.

以上の処理からもわかる通 り,計算実行時に於ける入力命令には全 〈変更を加える必要が

ない。

control cardが STANDARD FORMAT・・Cあれ |ば ,以可tたの cOntrol card カミ〈

るまでは,standard Formatてデータプログラムカードを処理する。

ここで同 じFORMATプ ログラムをもつデータ群が別々の組になつてヽ̂る時は ,同 じFOR

MATプ ログラムを再び別のデーメ群 |′
C対 してもその直前に与えなければならず, ソースプ

ログラムに FOR MATを 書いた場合のように FORMATプ ログラム名を指定するだけですま

す というわけには行かな〈なるが ,こ れはたいした障害にはならないと思われる。このよう

に,ALGOL本 体のプログラムに比して,maChine orientedな FORMATプ ログラムを
ALGOLプ ログラムから分離 してしまい,初歩的なプ′ログラマーもFOR MATプ ログラムは ,
エキスパートに分担してもらい全体のプログラムを完成することも可能になると考えている.

Ⅱ.§ 4  1磁気テープ装置の利用

ACM案 は次のように述べている。

「 中間結果を外部機器 (external devices)に 確保するために,さ らに2つの手続き ,

p ut,getを 導入する。例えば
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put(100,LIST)

とい う実行命令は ,LISTと 名 付けられた list,procedureで 規定 される値の組を■00

とい うラベルをはつて,外部機 器に一時格納する。もう一つの

get(100,LIST)

とい う実行命令は ,上で格納 した値 を再び主記憶装置 に呼び もどす.外部機器 としては ,

デイスク ,磁気 ドラム,磁気テープなどがあるが ,機器の選択 ,デーメが記録される

Formatな どについては ,プ ログラマーの関与するところではない。」

pu t,getの詳細な仕様については更 に別の個所で

(1)pu t(■ ,LIST)

(■ は integer parameterで valucで呼覇ンしLISTは 1■st proccduroの 名 )は , ■

とい うラベル (■ dentiFicatlon number〕 をつけて LISTに よつて選ばれる値の組を

一時格納する。既に同 じ■というラベルをつけて格納 されてヽ/き る組があれば更新され古い

デーメは失われる。

(2) get(■ ,L IST)

は先に pu tに よリラベル ■をつけて格納 され ていた値の組を主記憶装置 に呼びもどす .そ

の際 ,LI STに よつて順序づけ られる要 素とんで格納 されていた値 とは ,その型 について

同 じ順序で並んでいなければ ならない 。型 の異 る場合は換算函数 が介入す る.

(3) get(■ ,LIST)

において,LISTで きめ られる要素 の数が ,同 じんのラベルで格納されている値の組の要

素の数 より少 い場合は ,数の 一致 した ところまで とり出される。多い場合には ,未定義

(undeFined)と なる。

(4) get(7L,LIST)

の命令 によつて,外音1機器内の値は ,変更を受けない。

ACM案が述 べている所は以上 で尽 され るが ,既 に完成 しているコンパイラーの中に

1lst procedureの わり込む余地はないので ,LISTの 部分は ,一種 の open subrou一

tine(READの <1■ st>ですでに行つている )の形を とることにして, 以下のょうな実

行命令を書 くことにする。

PUT(<label name>,く list l>)

GET(<label name>,<list l>)

value<〔 label name>;

■n teger<〔 label name′ >レ ;

I.§ 2で定義 した<list>を 拡張 して<list l>は次の ように定義する。
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<list l>::=<array iden ti fier>|<1lst>|

<array identi Fier>,<list l>

我 々に与え られた磁気テープ装置 2台の うち 1台は入カテ ープとして既に使用 しているの

で ,ACM案 のいゎゆる外部機器 としては ,磁気テープ#1が利用できる。
さて OKITAC 5090Hの INSTRUCTION MANUALに よれば ,磁気テープ関係の命
令は ,

(1)可変長の記録が可能である。

(2)header label指 定の読み とりができる。

(3)header label指 定の書 きこみができる。

となつている。ここで header labelは l recOrd上 の最初の 12 bitがその役を持 ち,

これをそのま <ゝlabel name>に利用すれば ,磁気テープ装置 1台当 夕4096通 りの
<label name>を許すことが できることになる。

さてデ ータを ■r ecordと してテープに記録 した り読み出 した りす るためには ,少 くとも

1つの一連の主記憶装置の メモ リーを必要 とする:又各値に対 して型の情報を与えなければ

ならない事情は READの場合 と全 く同 じである.し か しこのパ ツフアは READの パソフア
と共用するわけにはゆかないため別に設けなければならないので,READと 同様 67語を割
当てることにして構成 も第 2図の ようにした。 PUT及 び GETは 全て計算実行中 (phase 5)
であるが phase 5に 入る直前に,磁 気テープは

h ead

の順にならんでいるもの とする。

PUT管 理プログラムの概要 (第 6図 )

PUTが OPENさ れると<label name>を バ ツフアの先頭番地の頭から12 bitに 格納
する。<list>の要素を型 の情報 と共にバツフアに送 り込み ,indexの cou ntが 63に達
すれば ,要素数 63を パソフアの先頭番地に記入 し,<label name>を header lめ el

として t apeを探索する。指定された labelが tape上 にあれば,その recordの上に現

在 のパツフアの内容を書き込む。 h eadは その r ecordの 次にある。 header labelが な

ければ end of fileに なるので FMの上から新たに記録 し,その うしろに改めて FMを 記

録する。 hedは この FMの 直前に もどしておく.<1lstl>が まだつきなければ再び
<1lStl>の 要素をバ ツフアに送 りこみ ,充 ちれば,同上 の header labelで同上の処理

を行う:元たずに PUTが CLOSEさ れれば , 現在パソフアに送 り込 まれた要素数 をバツフ

アの先頭 に記入 して,同上の方法で tapeに 記録 し,管 理ルーチンを脱出する。
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GET管 理プログラムの概要 (第 7図 )

GETは header labelを 探索 してパソフアに読み取 り<list l>の要素に与えてゆく,

その際に型 の一致を検査 し,パ ツフアがつきてその語数 が 63で あれば ,さ らに同 じheader

labelでバ ツフアに読 みとり同 じように行 う.バ ツフアがつきてその語数が 63未満 ならば ,

未定義 になる。

以上でわかるように ,1我 々の READは ,磁気テープ+2に対するheader labe1 0の広
い意味の GETで あるといえよう。

PuT及 び GET管 理プ ログラムは ,パ ソフアを含めて 264語を要 した。 全 てのプログラ

ムが PUT,GETを 用いるわけではないのでこれらを使用する j obに ついてだけ 264語 が使

用される。又 <list>の定義の拡張 に より,inarrayに関する READ命 令 も可能になつ

た。 これで READ管 理プログラムは 60語から52語 に減少 した。

(例)tapeが 第 8図 供〕の状態にあるとき

P・UT(ん1,LISTl)
(LISTlの 要素数 =63X4+5)

の実行後 tapeは (2)の ようになる.さ らに

PUT(ん3'LIST2)(要 素数 =■ 5)

PUT(ん1,LIST3)(要 素数 =63x5+20)

の後 tapeは③のようになる.さ らに

PUT(ん1,LIST4)(要 素数 =63+25)

を実行すると tap eは0の状態 になる。

この例か らheader labelを介 して,い もづる式 reCOrdに なつていることが知れ よう。

I. s5  金物からみた PUT,GET

前節でプログラムの構想は出来上つたが ,金物が受け付けなければ机上の空論に終つてし

まう.金物からみて次のような問題がある。 (こ れはOKITAC 5090Hの 磁気テーブ装置
のチヤンネルコントロール及び To型 ハンドラーのみ |′

こいえることかもしれないが,筆者 ら

の磁気テープ使用経験はこの型 についてしかないのでおゆるしを乞う)

4ヽに セヽべた INSTRUCTION MANUALの 仕様のうち,

(1)header label指定の読み出しは正しく実行する。

(2)header label指 定の書き込みについては ,header labClを 探索して,head

が第 9図 aの位置まできて再び bの位置にもどりそこからは じめて書き込みを行う。こ

のとき headの 逆進がわずかに■2ビ ツト分なので既に書いてあるrecordと 多少ずれ

ることもありうる。又記録される語数が同 じだとしてもCの 位置がわずかずれることも
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あり,次の reCo rdの 缶頭 dに nolseを 与えることもあ りうる。

(3)(2)で 書きこみ ERRORを 生 じた ときにその recordは抹消されなければ ならない。

以上主 として PUTの 1,1癸に生ずる問題 で GETで読みとりERRORが生 じたときはやむを得
ない し,正 じく書かれた recordな らば読み取 りで ERRORを 生ずることはないといつてよ
い .

以上の解決策 として ,

(1)header label指 定の書き込みは行わずそれと同 じ結果をもたらす別の方法を用い

る。即ちheader labelの 部分のみ読みとり正しくl record分 IRじ までheadを
もどしてから書きこむ。

②  (3)の nols eを 生ぜじめない程度に IRGを 十分広 くとる。即ち end OF File にな
つて新 し〈記録する際にはその reCordの後をπ□ eraseす ることにする。

eraSe命令は tape上 の約 3イ ンチの記録を抹消するので″をい くらにすればよいかが

問題 になる。そこで次のような予備実験を行つた .

(実 験 )

最初に l reCOrdを じi語 として,相異 る header labelん 1,ん2'°・・'ん8を もつ

recOrdを FM,ん l record,erase z回 ,ち reCOrd,erase 2回 ,・・・,ん8
reCOrd,eraSe 72[ヨ , F iM

の順に書き ,常 に b eadを 先頭の FMに もごどして ,

header,label指定読みとり

baCkWard IRG

header label無指定書き込み

を ん1,ん2'°・・'ん 8に
ついて行いこれを■回 くり返す。

結果は第 2表 のようになるが ,読 みとりで ÉRRORが 生ずるようであれば,書 き直 しによ
つて nOi Seが生 じていたことになるし, イ可回まで可能であるかを知ることができる。なか

最初の書き込みでERRORが生 じた場合は ,tapeのその部分にキズがあると考えて ,
eraSeを 行わせて書き込むので,その header labelに 先んずるrecordに はさらに
IRGが ふえていることになる。 したがつて終了までの所要時間については tapeの状態に
もよるので,一がいに結論できない。

I.§ 6  計算時間か らみた PuT,GET

S4に述べた GETの 際の解決策(1)では tapeの始動 ,停止の時間が無視できないものにな
つてくるが,今は tapeへの記録密度の上か ら概算 してみると
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67語     約 98凛凛

本来の IRG  約 19″Z

l回の eraSe 約 75π凛

したがつて eraseを π (≧■)回行えば macrOの 記録密度は減少する。 よつてmacroに
みた伝送時間もほぼ記録密度に逆比例すると考え られるから       ..

93+19+75xπ
ι ∝

93-卜 19

が大雑把にいえる。

次に読み書き headの位置について,プ ログラマーが外部記憶装置 として,磁気テープ装
置を用いることを関知 していれば,REWIND BACKSPACE のような,実行命令を用い
て,あ らか じめ予想される PuT(■ ,list)又は,GET(■ ,list,に 応 じてheadの 位置
をプログラムの進行順序に最 も都合のよい位置に置くことができょう。しかし ACM案の思
想によれば ,機器についてはプログラマーの知る所でなく,管 理プログラムとしては,今の
ところ適当な1夕所にheadを待楼させてか〈より方法がないと考えている。

Io S7  将来の問題       ,

現在の磁気テーノ装置は ,phaSe lでのスクラツチテープと共用 しているために無理で
あるが,更 に磁気テープ装置を増設することができれば,chain j Obに 似たことも考えて
みたい。即ちJOb lで pu、tした dataを job 2で いきなりgetす るというようにして磁気
テーブもカードのように中間結果保存に使えるようになれば更に便利であろう。この場合

ALG OLプ ログラムとしては ,jOblと j Ob 2を 2つの並行なblock として含むような更
に大きい begin endの対を考えれば,この面では文法違法はおこらない。

以上表記の題 目のうち,READを含めて,ALGOLに おける磁気テープ装置利用を中心に
述べてきた。このうちPUT,GETに ついては,■ 1月 ■5日現在プログラムが出来上つて日
が浅いために,使用実績が十分でなく,erase回数 も安全のため 77ι=2を選んでいる。さ
らにデータを累積 した上で報告したいと考えている。

最後にI§ 4の実験プログラムを作成して ハヽただいた OBM九州大学駐在保守員太田靖彦
氏,Iに関するプログラムの実現に協力していただいた OBMプ ログラム課鈴木茂雄 ,村越
重正の両氏に深 く感謝する次第である。

・

==]4_ 75~`ITア π
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第■表 九州大学計算センメー機器構成 (OKITAC-5090H)

中央演算処理装置

語 の 構 成

容     量
サイタルメイム

演 算 速 度

42ビ ツ ト,1語 1命令
8■ 92語

10μ s

固 定    浮 動
30μ s    85μ s(60μ S)
250μ s   25 0μ s
39oμ s    330μ  s

純 2進

磁気 コア

同期式

加減算

算

算

乗

除

■台   12800語
■チヤンネル 2台

伝送周波数

記録語長

1 0KC

可 変

補助記憶装置

磁 気 ド ラ ム

磁 気 テ ー プ

入 出力機 器

電動 タイプライタ

光電式テープリーダ

ラインプ リンタ

カー ドリーダ

カードリードバンチ

1台

1台

■台

1台

1台

450桁 /分
200桁 /秒
500行 /分
80欄   500枚 /分
80欄  150枚 /分
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第 2表  所 要 時 間 の 表

R EAD

回 数

ERASE
回 数

記 録 語 数  多=64

れ Z 4 5

3 0

1

2

25

35

45

e

37

45

25

35

46・

25

35

47

e

36

45

4 0

■

2

32

45

57

e

45

57

32

45

57

32

45

57

32

45

57

5 0

■

2

e

53

68

e

53

68

e

53

68

e:

53

68

e

53

68

■ 0 0

■

2

e

96

ι==■ 28

2 π

■

2

52

63

53

63

53 53 53

4 ■

2

65

79

65

79

■ 0 ■

2

20 ■

2
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第 1図  九州大学 ALGOLの 流れ図
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第 2図  リードデータバツフアの構成
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O array BUFFER EO:66]｀ ;  :

O BUFFER EOコ がバツフアの有効語数π

が入り,データがまだつづくときは
■==63

・ BU「 FEREr]f=1～ 63は データ用

O BUFFEREJコ J=64,65,66は
2 bit l単 位の型の情報をいれる。

型の情報

BUFFER Elコ の情報
BUFFER E2コ の情報
BUFFER E3コ の情報

BUFFER E22コ の情報
BUFFER E23]の 情報

６

６

６

６

BUFFER E62コ のデータの型
BUFFER E63コ のデータの型

第`3図   MT#2の 構成
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第 4図  デ ーメ リー ド管 理 プ ログ ラム
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第 6図  PUT管 理 プ ログ ラム
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第 7図  GET管 理 プログ ラム
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* ACM案 によれば trans rer
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第 8図   PUTの 例
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